
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,73 44,80 -0,93 45,16 -0,36

USD / BRL Spot BRL 2,2235 2,2582 +0,0347 2,2619 -0,0037

USD / JPY Spot JPY 101,67 101,18 -0,49 102,15 -0,97

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 55.717 55.638 -79 54.300 +1.338

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 147,5 150,0 +2,5 138,5 +11,5

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,73 +0,00

DI Future Oct15（金利先物） % 10,94 10,85 -0,09 11,15 -0,30

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,234 +0,000 0,231 +0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 296,8 297,9 +1,1 309,0 -11,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は地政学リスクへの懸念からレアル売り優勢となる展開でした。
朝方はロシアへの制裁強化、ウクライナ東部でのマレーシア旅客機撃墜、イスラエル軍のガザ地区侵攻
など地政学リスクへの懸念から前日比レアル安の２．２３台で取引されました。その後も全般的に株式市場
が軟調だったためリスク回避圧力からレアル売りは続き２．２５手前へレアル安が進みました。心理的な節目
を前に一旦緩む場面もありましたが、終日レアル売りの地合いは続き結局２．２５台後半で引けています。

昨晩公表されたＤａｔａｆｏｌｈａの世論調査によると、ルセフ大統領の予想得票率は３８％から３６％へ低下、
ネーベス氏は２０％のまま変わらず、カンポス氏は９％から８％へ低下しました。また、ルセフ大統領と
ネーベス氏の決戦投票になった場合、ルセフ大統領は４４％、ネーベス氏が４０％の得票率になると予想
されています。７月初めに行われた前回調査ではそれぞれ４６％、３９％だったことや統計上の誤差が２％
あることを考慮すると有意な差がなくなるほど接戦となっており、決戦投票に持ち込まれた場合はネーベス氏
がルセフ大統領に対する批判票の受け皿になりつつあります。今回の調査はＷ杯終了直後の１５－１６日に
行われたためブラジル敗退の影響が少なからず出たと思われますが、今後もその影響が尾を引くのか注目
です。
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